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The new
s of Bansho-ji tem

ple  [ H
akubi report]

　

毎
月
二
十
八
日
は
お
不
動
さ
ま
の
縁

日
。
毎
月
こ
の
日
は
、
信
長
公
の
窮
地

を
救
っ
た
「
干
餅
」
に
ち
な
ん
だ
「
身

代
り
餅
つ
き
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
き
な

こ
が
た
っ
ぷ
り
ま
ぶ
さ
れ
た
、
つ
き
た

て
の
杵
つ
き
餅
が
、
午
後
六
時
か
ら
、

参
拝
者
に
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
的
に
も
由
緒
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
は
、
昭
和
四
十
年
代
頃
か
ら
始
ま

り
、
以
後
、
一
度
も
休
む
事
な
く
毎
月

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
餅
を
食
べ

た
お
か
げ
で
「
あ
わ
や
の
事
故
を
免
れ

た
」
と
毎
月
訪
れ
る
人
も
多
く
、
参
道

に
は
長
蛇
の
列
が
出
来
ま
す
。

縁日に不動明王真前で行われる護摩焚きの様子。護摩木を
釜に入れ燃やし、仏の智慧の火を以て皆様の煩悩（苦の根元）
を焼き浄め、大厄を消除します。

名
物 

身
代
り
餅

●
毎
月
二
十
八
日
は
縁
日

厄除け

災難消除

＜護摩木祈願＞ 　縁日に一本ずつ読み上げをし、お焚き上
げ致します。家内安全、商売繁昌、病気平癒、心願成就など、
丁寧にお書き下さい。

一
五
七
〇
年
、
信
長
公
は
越
前
の

朝
倉
氏
を
攻
略
し
た
帰
り
道
、
琵

琶
湖
北
で
鉄
砲
の
名
手

・
杉
田
善
住

坊
に
狙
い
撃
ち
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
二
発
の
命
中
弾
は
、
た
ま
た
ま
胸

に
し
ま
っ
て
い
た

「
干
餅

（*

昔
の
保

存
食
で
非
常
に
固
い
餅
）
に
当
た
り
、

か
す
り
傷
の
み
で
難
を
逃
れ
た
と
言

い
ま
す
。
こ
の
干
餅
は
萬
松
寺
の
和

尚
か
ら
も
ら
い
受
け
た
も
の
で
、
信

長
公
が
日
頃
よ
り
信
心
深
か
っ
た
不

動
明
王
様
の
ご
加
護
に
よ
る
も
の
と

万松寺駐車場＆万松寺パーキングがさらに便利に！

駐車場精算機で
クレジットカードが

使用できます！

カードを入れるだけ！サイン不要の簡単精算

タッチるすだけで簡単精算！
電子マネー「楽天Ｅｄｙ」も使えます！

●  昼間（8：00 ～ 20：00）100 円 /15 分
●  夜間（20：00 ～ 8：00）　50 円 /30 分

★24時間最大（平日：1,100 円　土日祝：1,500 円）24時間

年中無休
■旧券の交換は管理事務所（万松寺ビル北館 1階）または万松寺境内の受処へ。

【お問合せ】

052-251-4543
（9時～ 18 時）

ご利用いただける
クレジットカード

発行：萬松寺　〒460-0011　名古屋市中区大須３-２９-１２　℡.052-262-0735

お問合せ

萬松寺萬松
ご祈祷・供養はご祈祷・供養は

◆十一面観世音菩薩：先祖供養、水子供養

◆身代り不動明王：厄除け、無病息災、身体健全

◆白雪稲荷：商売繁盛、家内安全

病気平癒、災難消除

各種ご祈祷を受け付けております。

ご祈祷の受付は午前１０時～４時半まで。

毎月２８日はお不動さんの縁日

午後六時～、境内にて織田信長公ゆかりの由緒を伝える

「身代り餅つき」が行われ、参拝客の方々に振舞われます。

からくり人形『信長』は午前 10時～２時間おきに毎日５回上演しております。雨天強風の際は上演されません。

※2004 年 4/1 より改定しました。

身代り不動明王「春期不動大祭」５月２８日

身代り不動明王身代り不動明王

　

萬
松
寺
の
不
動
明
王
像
は
、
立
ち

姿
の
石
像
。
先
の
大
戦
、
ま
た
歳

月
に
よ
っ
て
劣
化
し
た
お
姿
に
、
歴

史
の
重
み
を
感
じ
ま
す

（
未
公
開
）
。

不
動
明
王
は
忿
怒
の
お
姿
で
厳
し
い

表
情
を
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

萬
松
寺
の
不
動
明
王
像
も
一
切
の
悪

魔
を
降
伏
さ
せ
る
よ
う
な
威
勢
と
神

秘
的
な
尊
さ
を
備
え
た
表
情
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
身
代
り
不
動
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
、
実
は
織
田
信

長
公
に
非
常
に
ゆ
か
り
深
い
お
不
動

様
で
も
あ
り
ま
す
。

絵：平松礼二

萬松寺蔵「身代り不動明王像」　　写真：永谷正樹

言
い
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
お
よ
そ
四
十
年
後
、
徳
川
家

に
よ
っ
て
天
下
統
一
が
さ
れ
、
尾
張

で
は
加
藤
清
正
公
に
よ
っ
て
名
古
屋

城
築
城
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
清
正
公
は
、
信
長
公
を
非
常

に
崇
拝
し
て
い
た
人
物
。
宿
を
と
っ

て
い
た
萬
松
寺
で
た
ま
た
ま
こ
の
話
を

聞
受
け
、
お
不
動
様
を

「
身
代
り

不
動
」
と
名
付
け
毎
日
の
よ
う
に
礼

拝
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
以
降
、
門
前
の
茶
屋
で
売
っ
て
い

た
餅
ま
で
も

「
身
代
り
餅
」
と
称
さ

れ
災
難
厄
除
け
に
と
争
っ
て
賞
味
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
交
通
安
全
祈
願
や
そ
の

お
礼
参
り
に
訪
れ
る
人
が
途
絶
え
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
の
絵
は
、
文
藝
春
秋
の
表
紙

も
長
年
描
い
た
日
本
画
家
、
平

山
礼
二
さ
ん
に
よ
る
萬
松
寺
の

不
動
明
王
様
。
こ
の
絵
は
お
み

く
じ
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

５月 28 日「春期不動明王大祭」

織田信長公ゆかり

当山の不動尊様は、｢身代り｣と呼ばれる如く、災

難や病気の身代りになって下さるご利益・霊験が

ございます。災難消除・病気平癒・身体健全・家

内安全・交通安全等の御祈祷により幸せな日々を

呼び込んで頂きたいと存じます。

●時間： 午前10時～午後3時（受付は午後2時半まで） 
●場所： 不動堂

●費用： 大般若－金壱万円也　祈祷－金五千円也
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去
る
四
月
十
一
日
、
神
奈
川
県
の

總
持
寺
で
行
わ
れ
た
「
報
恩
大
授
戒

会
」
と
い
う
法
要
に
お
い
て
、
当
山

住
職
が
焼
香
師
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の

大
役
を
勤
め
ま
し
た
。
御
授
戒
会
は

曹
洞
宗
の
法
要
の
中
で
最
も
重
要
な

法
要
の
一
つ
。
焼
香
師
は
禅
師
の
名

代
と
し
て
法
要
の
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
大
役
に
請
さ
れ
る
事
は
と

て
も
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

住
職
が
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
よ
り
請
さ
れ

焼
香
師
を
お
勤
め
し
ま
し
た
。

①江戸文化年間、当山 27 世瑞岡珍牛和尚が檀信徒の霊骨を安置する為の
「宝篋印塔（ほうきょういんとう）」を建立。
②③大正 4年（1915）、当山 36世大圓覺典和尚が、それまで当山境内にあっ
た衆寮（しゅりょう／修行僧が弁道に励む建物）を移築し寄進。③衆寮内部、
尾張徳川家から寄進された准堤（じゅんてい）観音像。
④平成 13年（2001）、当山 41世恒明治雄和尚が、万松寺ビル建設にあたり、
これまであった立体駐車場一式を寄進。

　

萬
松
寺
は
山
号
を
亀
嶽
林

（き

が
く
り
ん
）
と
号
す
る
曹
洞
宗
（
禅

宗
）
の
寺
院
で
、
神
奈
川
県
に
あ

る
總
持
寺
の
末
寺
で
す
。
本
山
で

あ
る
總
持
寺
に
は
当
山
か
ら
様
々

な
物
も
寄
進
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り

（※

下
参
照
）
、
そ
の
よ
う
な

ご
縁
も
あ
っ
て
、
今
回
こ
の
よ
う

な
大
役
を
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
曹

洞
宗
の
教
え
は

「
只
管
打
坐

（
し

か
ん
た
ざ
）
」
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坐

禅
を
す
る
こ
と
で
、
今
か
ら
八
百

年
ほ
ど
前
の
鎌
倉
時
代
、
道
元
（ど

總持寺は今から約 700 年前の元亨元年（1321）、瑩山禅師によって開創。
当初は石川県能登に建立され 570 年ほど栄えるが、明治 30 年（1898）、
大火災によって七堂伽藍の大部分を焼失。直後、貫首・石川素童禅師は
焼失した伽藍の復興のみならず、宗門の近代化に向けての歩みを考え、
明治 44 年（1911）、この機に布教伝道の中心を神奈川県横浜市鶴見に移
転。總持寺では瑩山禅師と峨山（がざん）禅師を御両尊として仰ぐ。瑩
山禅師の弟子、峨山禅師は總持寺の護持に尽力。門下に多くの弟子を育
成し全国各地へと教線を伸ばした。曹洞宗が現在凡そ 1 万 5 千の寺院と
2 万 5 千人の僧侶、数百万人を超える檀信徒を要する国内最大の教団に
至ったのは峨山禅師の功績によるものが大きいとされる。

●總持寺に残る、萬松寺の縁

①

②

③

④

●大本山總持寺 ●總持寺　大祖堂

※9月25日は大本山永平寺にて当山住職が焼香師を勤めます。

　
来
る
九
月
二
十
五
日
、
福
井

県
の
永
平
寺「
御
征
忌（
ご
し
ょ

う
き
）」
と
い
う
法
要
で
も
、

当
山
住
職
が
焼
香
師
の
大
役
に

任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
要

は
道
元
禅
師
の
命
日
法
要
で
、

曹
洞
宗
の
中
で
最
も
重
要
な
法

要
の
一
つ
で
す
。
つ
き
ま
し
て

は
名
誉
を
授
か
る
住
職
と
共
に

行
く
、
皆
様
と
の
参
禅
・
参
拝

の
旅
も
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ご
案

内
を
致
し
ま
す
。

「
報
恩
大
授
戒
会
」
は
總
持
寺
で

毎
年
四
月
十
日
～
十
六
日
に
行

わ
れ
る
、
戒
名

（
か
い
み
ょ
う
）

を
授
か
る
法
要
で
す
が
、
こ
の
報

恩
大
授
戒
会
中
、
住
職
が
焼
香

師
を
勤
め
た
の
は

「
御
両
尊
献
粥

諷
経
」
と
い
う
法
要
で
す
。
本
山

で
は
朝
食
で
粥
を
食
べ
ま
す
が
、

こ
の
法
要
は
日
も
登
ら
ぬ
早
朝
か

ら
行
わ
れ
、
御
両
尊

（※

上
参
照
）

に
心
を
込
め
て
作
っ
た

「
粥
」
を

お
供
え
し
ま
す
。
粥
の
他
に
、
身

体
の
疲
れ
を
癒
す
と
言
わ
れ
る
蜜

湯
、
ま
た
厳
選
し
た
御
菓
子
、

吟
味
し
た
お
茶
を
、
そ
れ
ぞ
れ
香

う
げ
ん
）
禅
師
が
正
伝
の
仏
法
を

中
国
か
ら
日
本
に
伝
え
、
瑩
山

（け
い
ざ
ん
）
禅
師
が
全
国
に
広
め

そ
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
本
宗

派
で
は
、
ご
本
尊
で
あ
る
釈
迦
牟

尼
仏(

し
ゃ
か
む
に
ぶ
つ
）
と
と
も

に
、
こ
の
お
二
方
を
両
祖
と
し
、

一
仏
両
祖(

い
ち
ぶ
つ
り
ょ
う
そ)

と
し
て
仰
ぎ
ま
す
。
当
山
は
道
元

禅
師
が
開
か
れ
た
福
井
県
の

「
永

平
寺
」
と
、
瑩
山
禅
師
が
開
か

れ
た

「
總
持
寺
」
の
両
山
を
本
山

と
し
て
い
ま
す
。

に
薫
じ
お
供
え
が
さ
れ
る
と
、
住

職
は
法
語

（
仏
の
教
え
を
簡
潔
に

表
現
し
た
詩
文
）
を
述
べ
、
法
要

は
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

●中央、焼香師を勤める当山 42世 大藤元裕 住職。

②
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